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農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
報

重機の操作って難しいな

主な内容　困った時は民生児童委員へ……Ｐ２～３
　　　　　税は期限内に納付しよう………Ｐ４～５

建設業体験学習（４月25日、寄木小学校）



■ 

民
生
児
童
委
員
と
は
？

　民
生
児
童
委
員
は
、「
民
生
委

員
法
」
と
「
児
童
福
祉
法
」
に
基

づ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱

（
任
期
は
３
年
）
す
る
地
域
福
祉

の
推
進
役
で
す
。一
部
の
委
員
は
、

児
童
福
祉
の
相
談
支
援
を
専
門
と

す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
の
指
名

を
受
け
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、

日
本
固
有
の
も
の
で
、
90
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　現
在
、
本
市
で
は
、
民
生
児
童

委
員
97
人
（
２
つ
の
行
政
区
で
委

員
を
選
考
中
）、
主
任
児
童
委
員

７
人
が
委
嘱
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

任
期
は
、
平
成
25
年
11
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
児
童

委
員
は
、
各
行
政
区
に
１
、２
人

配
置
さ
れ
、
主
任
児
童
委
員
は
、

複
数
の
地
区
に
わ
た
っ
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
内
容

　民
生
児
童
委
員
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と

を
聞
く
「
相
談
役
」
で
す
。
ま

た
、
委
員
は
、『
行
政
や
福
祉
機

関
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
、
ど

う
い
っ
た
も
の
が
あ
る
か
分
か
ら

な
い
』
と
い
う
方
に
、
制
度
や
利

用
方
法
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

い
、
関
係
機
関
に
つ
な
げ
る
「
パ

イ
プ
役
」
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　高
齢
者
や
心
身
に
障
が
い
を
持

つ
方
、
育
児
や
子
ど
も
の
問
題
、

生
活
が
苦
し
い
世
帯
、
支
援
が
必

要
な
方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
な
が

ら
、
地
域
の
見
守
り
活
動
や
訪
問

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■

安
心
し
て
ご
相
談
を
！

　委
員
は
、
地
域
の
住
民
の
中
か

ら
選
ば
れ
ま
す
の
で
、
相
談
者
と

同
じ
目
線
で
問
題
に
応
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
法
律
で
相

談
内
容
な
ど
の
秘
密
を
守
る
よ
う

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談

内
容
が
委
員
や
関
係
機
関
以
外
の

人
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
市
役
所
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係（
☎
・
内
線
１
１
６
６
）

ま
で
。

▼
民
生
児
童
委
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け

　当
時
の
役
場
担
当
者
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
父
も
委
員

を
し
て
い
た
の
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
を
理
解

し
た
上
で
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

▼
活
動
の
内
容

　一
番
の
活
動
は
、
定
例
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
定
例

会
で
は
、
各
委
員
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
行
政
、
民
生
児
童
委
員
が
そ
の
解
決
方
法
を
話
し
合

い
ま
す
。
よ
り
よ
い
結
果
と
な
る
よ
う
話
し
合
う
こ
と
が
、
自

分
の
勉
強
に
な
る
こ
と
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

▼
民
生
児
童
委
員
の
役
割

　民
生
児
童
委
員
の
役
割
と
い
う
と
、
つ
い
難
し
く
考
え
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
々
の
あ
い
さ
つ
や
声
掛

け
な
ど
を
通
し
、「
あ
、
隣
の
お
じ
い
さ
ん
元
気
だ
な
」「
あ
の

子
は
今
日
も
学
校
に
行
っ
た
な
」
と
い
う
見
守
り
活
動
を
す
る

こ
と
が
役
割
で
あ
り
、『
地
域
福
祉
』
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
の
活
動

　昔
に
比
べ
る
と
、
活
動
内
容
は
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
役

割
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
民
生
児
童
委
員
と

住
民
が
共
に
地
域
を
見
守
る
体
制
を
つ
く
る
の
が
理
想
で
す
。

市民生児童委員協議会会長

田
たむら

村 征
ゆき お

男 さん（71）

　昭和17年生まれ。昭和61
年から民生児童委員を務め、
ことしで27年目を迎える。
旧西根町民生児童委員協議会
（民児協）監事などを経て、
平成19年西根地区民児協会
長、22年市民児協会長に就任
し、現在に至る。

インタビュー

＝共新＝

定例会を開き、委員の間で情報を共有

　少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
以
前
よ
り

複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
の
充
実
を
目
指
す
に
は
行
政
だ
け
で
は
難
し
く
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
力
も
必
要
で
す
。
そ
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
民
生
児
童
委

員
の
方
々
で
す
。
５
月
12
日
の
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
に
合
わ
せ
、
民
生
児
童

委
員
の
役
割
や
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

  
地
域
に
密
着
し
た
相
談
役
が
い
ま
す

　困
っ
た
時
は
民
生
児
童
委
員
へ
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１．小地域ネットワーク活動
❶　一人暮らし高齢者などの見守り活動
❷　「いわておげんきみまもりシステム（対象者
　本人が安否情報を連絡する仕組み）」事業へ
　の支援
❸　地域見守り支援のためのマップ作成
２．相談・支援活動
❶　各種福祉サービス、事業の情報提供と実施
　への協力
❷　貸付事業（生活福祉資金、たすけあい資金）

市民生児童委員協議会の主な活動

への援助指導
３．主任児童委員の活動
❶　出生世帯への祝・誕生メッセージ贈呈活動
❷　学校・学童保育クラブ・保育所などへの支援

　活動について詳しくは、同協議会事務局（市社
会福祉協議会内、☎74-4400）まで。

■各行政区の民生児童委員と主任児童委員の一覧　　（25年５月１日現在、任期は25年11月30日まで。敬称略）
行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名

西根地区 40 山崎 狩野 傳 73 畑１区（一部）、畑２区（一部） 戸澤 照子１ 駅前一区 日戸 ヒロ子 41 堀切 松浦 香代子
２ 駅前二区 工藤 榮子 42 寺田新田 滝川 喜佐男 74 畑２区 村上 和子
３ 上町 髙橋 早苗 43 野口 遠藤 萬治 75 荒屋新町 宇土澤 文子
４ 仲町 山本 桂也 44 寺田 遠藤 けい子 76 新町中央 三浦 榮吉
５ 下町一区 藤原 光子 45 帷子 遠藤 紘子 77 荒屋 藤田 フミ子
６ 下町二区 加藤 トシ 46 土沢 佐々木 禎 78 秋葉 工藤 久美
７ 下町三区 工藤 義則 47 若谷地 柴田 弘子 79 山本 恵子
８ 松川 関 昇一 48 川原目 小野寺 敦子 80 曲田横間 畠山 修悦
９ 山子澤 孝子 49 上関 伊藤 帝子 81 五日市１区 盛内 康悦
10 山後 岩本 英幸 50 荒木田 中村 みつ子 82 五日市２区 羽澤 千代子
11 岡村、山子沢 田村 市郎 51 舘沢 小野寺 清一郎 83 五日市３区 小笠原 タマ
12 大石平 井上 惠美子 松尾地区 84 五日市４区 畠山 陽子
13 渋川 竹田 みよ 52 安比 山本 徹 85 浅沢第１ 齋藤 静江
14 渋川開拓、白屋 鈴木 志賀子 53 小屋の沢、時森 田村 イク 86 北口 美智子
15 北村 田代 郁子 54 大花森、松尾（一部） 佐々木 美保子 87 浅沢第２ 齋藤 文子
16 伊藤 セチ 88 苗石田 川又 喜美子
17 両沼 工藤 壯子 55 松尾 工藤 アヤ子 89 新興矢神 角舘 多恵子
18 佐々木 久法 56 中松尾 髙橋 キシ 90 栗木田、平長 三浦 静子
19 中関 山口 敦子 57 野駄 佐々木 敏子 91 杉沢、田山上 安保 弘巳
20 五百森 工藤 曉子 58 上野駄 米田 雅子 92 田山下 ※選考中
21 中村 遠藤 勝子 59 中沢、前森 米田 正悦 93 愛の山 安保 トキ
22 間羽松 平野 法 60 北寄木 田村 美知子 94 石名坂 三浦 松男
23 舘腰 伊藤 稲子 61 南寄木 石羽根 惠子 95 折壁 角舘 利雄
24 町組 稲田 孫榮 62 畑 初身 96 日瀬通 ※選考中
25 高宮 渡邊 寛美　 63 新田 髙橋 マツエ 97 舘市 山本 幸弘
26 薬師 田村 智代子 64 上寄木 鈴木 綾子 98 兄畑 山本 繁
27 上平笠 伊藤 吟子 65 畑 畑 英子 99 兄川 関 順子
28 中平笠 伊藤 忠一 66 金沢 立花 國彦
29 下平笠 髙橋 慶子 67 八幡平温泉郷 阿戸 時枝 主任児童委員
30 南平笠 吉田 誠 68 柏台三丁目、二丁目（一部） 阿部 みどり 地　区 氏　名
31 東 工藤 幸子 １ 大更 田村 惠子
32 大久保 齊藤 洋子 69 柏台一丁目、二丁目 柳澤 勝子 ２ 田頭 工藤 園子
33 共新 田村 征男 ３ 平舘、寺田 千葉 キミ子
34 小福田 佐々木 寿子 安代地区 ４ 松尾、野駄 葛 行彦
35 大泉 田中 征七 70 細野、豊畑 畠山 正巳 ５ 寄木、柏台 髙橋 誠子
36 駅前、わし森 鈴木 ハマ子 71 畑１区 立花 良子 ６ 荒沢 松葉 賀子
37 椛沢 髙橋 武志 72 立花 義弘 ７ 田山 畠山 桂子
38 笹目 田村 節夫
39 松久保 本堂 ハツヨ

知
識
を
深
め
る
た
め

研
修
な
ど
も
実
施
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●
延
滞
金
や
公
売
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
収
納
整
理
係（
☎
・
内
線
１
２
５
１
〜
１
２
５
５
）ま
で

■ 

市
税
は
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
源

　

　市
税
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
く
た
め
の
重

要
な
財
源
で
す
。
納
め
て
い
た
だ
い
た
市

税
は
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
の

た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　納
税
は
、
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
納
期

内
の
自
主
納
付
が
原
則
で
す
。
市
民
の
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
期
限
ま
で
に
市
税

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
納
期
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

け
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
際
は
、
市
か

ら
督
促
状
の
発
送
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ

の
業
務
に
は
、
多
額
の
経
費
を
要
し
、
そ

の
経
費
も
市
税
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

■ 

納
め
な
い
と
延
滞
金
が
掛
か
り
ま
す

　市
税
な
ど
を
定
め
ら
れ
た
納
期
内
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
「
滞
納
」

と
い
い
ま
す
。
滞
納
し
た
場
合
、
延
滞
金

が
掛
か
り
ま
す
。

　延
滞
金
は
、
地
方
税
法
で
『
徴
収
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
』
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
年
率
14
・
６
％
（
平
成
26
年
１

月
１
日
か
ら
９
・
３
％
の
予
定
）
で
、
納

期
限
の
翌
日
か
ら
納
め
る
日
ま
で
の
期
間

の
日
数
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
期
限

内
納
付
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■ 

公
平
を
保
つ
た
め
滞
納
処
分
を
実
施

　納
期
ま
で
に
市
税
な
ど
の
納
付
が
確
認

で
き
な
い
方
に
対
し
て
は
、
督
促
状
を
送

付
し
、
催
告
書
、
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
自

主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
再
三
の
催
告
に
も
応
じ
ず
、

納
付
相
談
の
連
絡
も
な
い
な
ど
、
納
税
に

誠
意
の
見
ら
れ
な
い
人
が
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
場
合
は
、
滞
納
し
て
い
る
人
の
資

産
や
収
入
の
調
査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
に
は
、
裁

判
所
の
許
可
な
し
に
差
し
押
さ
え
る
権
限

が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
滞
納
者
本
人
が
不

在
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　差
し
押
さ
え
た
後
も
納
付
い
た
だ
け
な

い
場
合
、
き
ち
ん
と
納
付
さ
れ
て
い
る
方

と
の
公
平
性
を
保
ち
、
大
切
な
市
税
を
確

保
す
る
た
め
に
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
な

ど
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

　「滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ
」
は
、
下
の

表
１
の
と
お
り
で
す
。

■ 

公
売
を
行
っ
て
市
税
に
充
当
し
ま
す

　公
売
と
は
、
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え

た
財
産
を
売
却
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
売

却
代
金
は
、
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
当

し
ま
す
。

　市
が
24
年
度
に
実
施
し
た
公
売
は
、
動

産
6
件
、
不
動
産
2
件
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
11
件
で
、
売
却
代
金
の
約
4
8
2
万

円
を
市
税
な
ど
に
充
当
し
ま
し
た
。

■ 

納
付
困
難
な
場
合
は
相
談
く
だ
さ
い

　病
気
や
失
業
、
生
活
が
苦
し
い
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
期
限
内
に
納

め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
な
ど

の
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

口座振替を利用すると納め忘れがなくなります
　市税の納付には、納め忘れのない口座振替をお勧めし
ています。口座振替を利用すると、指定した口座から、
各納期の末日に振替納付することができます。
◆申し込み方法＝利用する金融機関・ゆうちょ銀行（郵
便局）の窓口に納入通知書・預貯金通帳・通帳印を持参
し、申し込んでください。
※　市内の金融機関には、口座振替依頼書を備え付けて
います。市外の金融機関をご利用する場合は、税務課
へお問い合わせください。

表1　滞納処分までの流れ
❶督促状送付＝納期限までに完納しない場
合、納期限後20日以内に発送

❷滞納処分＝督促状の発行日から10日経過
しても完納しない場合は、財産の差し押
さえなどを行い、強制的に徴収できます。

※　滞納処分の対象となる主な財産＝給与・
賞与、預貯金、売掛金、生命保険、経営所
得安定対策交付金、動産（貴金属・自動車・
テレビ・美術品など）、不動産など

税  
は
期
限
内
に
納
付
し
よ
う

滞納処分となった財産を
入札で公売（24年９月28日）
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　市
は
、
市
税
な
ど
の
納
期
限
が
過
ぎ
て

も
納
付
が
確
認
で
き
な
い
方
に
対
し
て
、

電
話
で
納
付
を
呼
び
か
け
る
「
八
幡
平
市

税
等
納
付
案
内
セ
ン
タ
ー
」
を
25
年
６
月

１
日
か
ら
開
設
し
ま
す
。

　こ
の
設
置
は
、
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り

新
た
な
滞
納
の
発
生
を
防
止
す
る
、
納
付

の
勧
奨
や
納
税
相
談
案
内
な
ど
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
案
内
の
対
象
と
な
る
税
金
な
ど

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
法
人
市
民
税
、
入
湯

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
保
育
料
、

市
営
住
宅
使
用
料
、
上
下
水
道
料
金
、
学

校
給
食
費

■
実
施
時
間

▼
月
曜
か
ら
金
曜
日
、
午
前
10
時
15
分
か

ら
午
後
７
時
ま
で

▼
毎
月
２
回
、
土
・
日
曜
日
、
午
前
８
時

半
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で（
年
末
年
始
、

祝
日
を
除
く
）

不
審
な
電
話
に
は
ご
注
意
を

　「
八
幡
平
市
税
等
納
付
案
内
セ
ン
タ
ー
」

は
、
市
税
な
ど
の
納
期
が
過
ぎ
て
い
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
、
早
期
納
付
の
お
願
い

を
行
う
も
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
口
座
を
指

定
し
て
、
振
り
込
み
を
指
示
す
る
よ
う
な

案
内
は
し
ま
せ
ん
。

　も
し
、
不
審
と
思
わ
れ
る
電
話
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
役
所
税
務
課
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　市
役
所
税
務
課
収
納
整
理
係
（
☎
・
内

線
１
２
５
１
、１
２
５
２
）
ま
で
。

　現行の記帳・帳簿などの保存制度では、白
色申告者のうち、事業所得などの合計金額が
300万円以下の方は、記帳・帳簿の義務はあ
りません。しかし、平成26年１月から対象者
が拡大されます。
　これにより、白色申告で今まで記帳義務の
なかった人も、記帳が義務化されます。
■対象者
　事業所得（農業・製造業・卸売業・小売
業・サービス業その他の事業）、不動産所得、
または山林所得を生ずべき業務を行う人
※所得税の申告の必要がない人も、対象とな
ります。
■記帳する内容
　売り上げなどの収入金額、仕入れやその他
の必要経費に関する事項を記載
　記帳については、日々の合計金額のみをま
とめて記載するなど、簡易な方法で記載して

も構いません。
■帳簿などの保存
　収入金額や必要経費を記載した帳簿書類の
ほか、請求書・領収書などの書類を保存する
必要があります。

　帳簿書類の保存期間
保存が必要なもの 保存年限

帳
簿

収入金額や必要経費を記載すべき
帳簿 ７年

業務に関して作成した上記以外の
帳簿 ５年

書
類

決算に関して作成した棚卸表、そ
の他の書類

５年業務に関して作成、または受領し
た請求書、納品書、送り状、領収
書などの書類

平成26年１月から

白色申告者の人も記帳が義務化されます

 
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　６
月
か
ら
市
税
等
納
付
案
内
セ
ン
タ
ー
を
開
設

電話で納付のご案内をします（写真はイメージです）

　記帳制度の詳細は、国税庁ホームページ
（http://www.nta.go.jp）、または盛岡税務
署（☎019-622-6141）にお問い合わせください。
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　市は、『関東東北じゃらん』との共同企画で、
「いわて八幡平大冒険」を開催します。
　「いわて八幡平大冒険」は、宝の地図を手
掛かりに、市内の施設などを示す暗号を解き
明かしていくゲームです。
　コースは全部で４つあり、各コースに４つ
の暗号が隠されています。開催期間内に４つ
の暗号を解読し、宝が眠る場所にたどり着く
と、その宝をもらうことができます。
　さらに、アンケートに答えて応募すると、
抽選で、市内施設の宿泊券や特産品、入浴券
などの賞品が当たります。
　ご家族や友達同士で参加し、お宝を手に入
れてみませんか。
■開催期間　５月１日㈬から６月30日㈰まで
■受付場所　道の駅にしね

■受付時間　午前９時から午後１時まで
■開催時間　午前10時から午後５時まで
■参加料金　200円（地図購入代）
■コース　❶絶景秘宝コース、❷温泉秘宝コー
ス、❸動物秘宝コース、❹伝統秘宝コース
　詳しくは、市観光協会（☎78-3500）まで。

市内を巡り、お宝を探し出そう！
～　「いわて八幡平大冒険」を開催　～

ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

農
業
振
興
の
活
動
を
高
く
評
価

知
事
が
３
人
に
感
謝
状
を
贈
呈

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高齢者叙勲　旭日単光章

　中
なかむら

村　義
よしお

雄 さん
元・安代町議会議員

　88歳　

　中村さんは、昭和30年４
月、旧・荒沢村議会議員に当
選。31年９月に安代町が発足
した後も同町議会議員を務め
られ、昭和47年11月まで、町
勢の発展に尽力されました。
　中村さんは、議員在職中の
46年２月に全国町村議会議長
会会長表彰を受賞するなどの
経歴をお持ちで、市に期待す
ることを伺ったところ、「今
後も継続的に発展していくこ
とです」と笑顔で語ってくれ
ました。

　農
業
振
興
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、
農
業
農
村
指
導
士
の
立
花

德の
り

彦ひ
こ

さ
ん（
65
）＝
細
野
＝
と
松

本
千ち

し
ゅ
う秀
さ
ん（
65
）＝
刈
屋
＝
、

青
年
農
業
士
の
伊
藤
重
人
さ
ん

（
39
）＝
日
影
＝
へ
、４
月
12
日
、

県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　農
業
農
村
指
導
士
・
青
年
農

業
士
と
は
、
地
域
農
業
の
発
展

と
農
村
地
域
の
活
性
化
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
農
業
者
を
県
知

事
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。
現

在
、
市
内
で
は
、
18
人
の
農
業

農
村
指
導
士
と
４
人
の
青
年
農

業
士
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　立
花
さ
ん
は
、
平
成
２
年
か

ら
指
導
士
を
務
め
、
リ
ン
ド
ウ

の
産
地
確
立
に
大
き
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
ま
す
。松
本
さ
ん
は
、

15
年
に
指
導
士
と
し
て
認
定
さ

れ
、
市
農
業
農
村
指
導
士
の
会

会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
伊
藤
さ
ん
は
、
13
年

に
青
年
農
業
士
に
認
定
さ
れ
、

現
在
、
八
幡
平
花
き
生
産
部
会

り
ん
ど
う
育
苗
研
究
会
の
会
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

感謝状を手にする立花德彦さん
（右）と松本千秀さん

青年農業士の
伊藤重人さん

市内の施設に暗号箱を設置しています
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市立図書館の貸し出しカウンター

　国保西根病院に４月１
日から瀬川文

ふ み か

香医師が、
内科医長として着任され
ました。
　瀬川内科医長は、平成
23年度以来の勤務です。
よろしくお願いします。

瀬川 文香 内科医長

西根病院内科医長に
瀬川文香医師が着任

ポ
イ
捨
て
無
く
し

美
し
い
街
並
み
を

　ク
リ
ー
ン
作
戦
で
回
収

さ
れ
る
ご
み
の
量
は
、
以

前
に
比
べ
、
だ
い
ぶ
減
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
弁
当

の
空
き
箱
や
缶
の
ポ
イ
捨

て
な
ど
は
、
現
在
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
皆

さ
ん
が
朝
早
く
か
ら
積
極

的
に
参
加
し
、
地
域
に
根

差
し
た
活
動
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
美
し

い
街
並
み
を
維
持
す
る
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
快
適
な
環
境
に

　地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
う
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
、
西
根
、
松
尾
地
区

で
４
月
21
日
、
安
代
地
区
で
４
月
28

日（
河
川
清
掃
は
５
月
26
日
を
予
定
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
、
多

く
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
環
境
美
化

の
た
め
、
早
朝
か
ら
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。

　ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、
毎
年
大
量

の
ご
み
が
集
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
適

正
に
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
、

天
候
の
悪
い
中
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
昨
年
度
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
回
収

さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
表
１
の
と

お
り
で
、
合
計
44
㌧
で
し
た
。

表１　24年度クリーン作戦実績（24年４月22日実施）
■西根地区 ■松尾地区 ■安代地区
種　類 重量（㌔） 種　類 重量（㌔） 種　類 重量（㌔）
可燃物 430 可燃物 360 可燃物 810
ビン 330 不燃物 710 缶 140
粗大 1,410 合　計 1,070 不燃物 210
合　計 2,170 合　計 1,160

環境美化のため地域の皆さんで清掃（４月21日、北寄木）

 

４
月
１
日
か
ら

図
書
館
業
務
の
一
部
を
民
間
に
委
託

　市
立
図
書
館
で
は
、
４
月
１

日
か
ら
、
業
務
の
一
部
を
民
間

に
委
託
し
て
い
ま
す
。

■
委
託
先

　特
定
非
営
利
活
動

法
人
み
み
ず
く（
高
橋
愛
子
理

事
長
）

■
委
託
業
務

　窓
口
業
務
、
書

架
の
整
理
、
図
書
資
料
の
整
備

な
ど

■
委
託
期
間

　平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
28
年
３
月
31
日
ま
で

　図
書
館
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
気
持
ち
良

く
、
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
図
書
館
に

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、市
立
図
書
館（
☎

７
５
・
１
７
０
０
）
ま
で
。

公
衆
衛
生
組
合
連
合
会

安
代
支
部

　副
支
部
長

田
村 

雅ま
さ
よ
し義 

さ
ん（
69
）

＝
新
町
4
区
＝
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100歳おめでとうございます

　佐藤春治さんの長寿祝い金贈呈式が４
月10日、介護老人保健施設あしろ苑で開
かれました。
　式には、家族も集まり、100歳の節目
をみんなでお祝い。佐藤さんは、漆器職
人を経て、65歳まで営林署に勤めました。
長寿の秘けつを尋ねると、「健康に気を
付けることです」と、ほほ笑みました。

　遠藤ナカさんの100歳をお祝いする会
が４月６日、親族を交えて、特別養護老
人ホームむらさき苑で開かれました。
　遠藤さんは、3男 5女の次女として生
まれ、６人の子どもたちを育てあげまし
た。むらさき苑では、施設のおしぼりを
たくさんたたみ、感謝状を授与されるほ
どの働き者で有名です。

遠藤 ナカ さん
大正２年４月６日生まれ　＝中村＝

佐藤 春
は る じ

治 さん
大正２年４月10日生まれ　＝向久保３＝

　市は、平成25年度の人間ドック・脳ドック検診
費用の一部助成について、申込期限を延長しまし
た。まだ申し込んでいない方はお急ぎください。
■申込期限　25年５月31日㈮
■助成金額
【人間ドック】　10,000円（婦人検診受診を含む場
合、14,200円）
【脳ドック】　10,000円（受診後に助成します）
■受診医療機関
【人間ドック】　市が委託する機関
【脳ドック】　脳ドック検診を実施する医療機関
※　市に助成申し込みをした後、受診医療機関へ
直接予約をしてください。
■申し込み方法
　市役所健康福祉課、松尾・安代総合支所地域振
興課または田山支所に申し込みください。
■対象となる受診期間
【人間ドック】　４月１日㈪～11月30日㈯
【脳ドック】　４月１日㈪～26年１月31日㈮
※　人間ドックを受診する人は、25年度に市が実
施する全ての各種検診を受ける必要はありま
せん。

■助成対象者
▷市内に住所がある人
▷下表の生年月日に該当する人

人間ドック（３歳刻み）
S52.４.２～S53.４.１
S49.４.２～S50.４.１
S46.４.２～S47.４.１
S43.４.２～S44.４.１
S40.４.２～S41.４.１
S37.４.２～S38.４.１
S34.４.２～S35.４.１
S31.４.２～S32.４.１
S28.４.２～S29.４.１
S25.４.２～S26.４.１
S22.４.２～S23.４.１
S19.４.２～S20.４.１
S16.４.２～S17.４.１
S13.４.２～S14.４.１

脳ドック（５歳刻み）
S52.４.２～S53.４.１
S47.４.２～S48.４.１
S42.４.２～S43.４.１
S37.４.２～S38.４.１
S32.４.２～S33.４.１
S27.４.２～S28.４.１
S22.４.２～S23.４.１
S17.４.２～S18.４.１
S12.４.２～S13.４.１
※　脳ドックの助成は、
脳血管疾患の治療中
ではないこと、その
他の脳ドックの補助
を受けていない人に
限ります。

■対象年齢表（Ｓは昭和を表します）

人間ドック・脳ドック費用の助成申込期限を延長人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククククククク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳脳ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククククククク費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用のののののののののののののののののののののののののののののの助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限をををををををををををををををををををををををををををををを延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延延長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
●詳しくは、市役所健康福祉課健康推進係（☎・内線1172）まで

あなたも100 歳目指し、健康管理しませんか
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（
敬
称
略
、学
年
は
大
会
当
時
の
も
の
、●
内
の
数
字
は
順
位
）

　市は、東日本大震災の被災地の復興支援を目的
として、市民などが自主的に行う活動に要する経
費に対し、予算の範囲内で補助金を交付します。
■補助金の名称
八幡平市がんばろう岩手基金活用支援事業補助金
（通称：がんばろう補助金）
■補助金額
１事業につき、100万円を限度として交付
■交付対象者
　❶市内で主たる活動をしている団体またはこれ

らにより構成されている団体
　❷市内で事業を営んでいる事業所
　❸市民で構成するグループ
■交付対象事業
　❶被災地の復旧または復興支援を目的とした事業
　❷被災者の心身のケアを目的とした事業
　❸被災者との交流事業
　❹その他市長が特に認める事業
※　交付対象外事業、交付対象外経費があります。
　詳しくは、担当係まで問い合わせください。

　市は、介護予防を目的に「いきいき！チェック
リスト」の調査を実施します。回答へのご協力を
お願いします。
■対象者
　年齢が 65歳から74歳で、要支援・要介護認定
を受けていない方
■調査方法
　❶５月上旬に対象者の皆さんへチェックリスト
を郵送します。
　❷チェックリストにご回答ください。日頃の生
活や健康状態を確認するもので、「はい」か「い
いえ」で答える簡単なものです。

　❸回答が終わったら、同封されている返信用封
筒を使い、市へ郵送ください（切手は不要です）。
　❹８月ごろに「結果アドバイス票」を郵送しま
す。いきいきとした生活を送るための参考にし
てください。

■回答期限　５月28日㈫
　なお、調査の結果、介護予防の必要性が高いと
判断される方には、アドバイス票と併せて「いき
き！健康教室」のご案内をします。
　「いきいき！健康教室」は、軽体操やバランス
のよい食事づくりなどを通して、介護予防を学ぶ
教室です。ぜひご参加ください。

被災地を支援する活動に
市から補助金を交付します ●詳しくは

　地域福祉課福祉総務係（☎・内線1166）

健康状態をチェックして
介護予防に生かしてみよう

●詳しくは
　健康福祉課包括支援センター係
　（☎・内線1181～1185）

各課からのHOT LINE

■ 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績◎

第
20
回
東
北
春
季

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

兼
全
国
選
抜
予
選
大
会

（
３
月
28
〜
30
日
、
宮

城
県
・
仙
台
市
泉
総
合

運
動
場
庭
球
場
）

▽
12
歳
以
下
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
❸
髙
橋
優
実

（
寄
木
小
５
年
）

見
事
3
位
に
入
賞
し
た

髙
橋
優
実
さ
ん

　市ふるさと応援寄付（ふるさと納税）は、「遠く離れた
ふるさとを大切にしたい」「発展のために貢献したい」
という気持ちをかたちにしたものです。いただいた寄附
金は、市の自然環境の保全や産業振興、人材育成などの
ために使われます。
　24年度中に寄付いただいた方々を紹介します。
■寄付いただいた方（納入日順）
▷100万円　菊池廣之さん（東京都新宿区）
▷１万円　櫻井正之さん（群馬県前橋市）
▷１万円　遠藤祐太さん（千葉県市川市）
▷３万５千円　高橋直治さん（千葉県船橋市）
※　計７人の納税者のうち、広報への掲載を了承いただ
いた方のみ紹介させていただきます。

ありがとうございますふるさと納税
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1213まで。

八幡平ねんりんピックGGから市へ約10
万円相当のグラウンドゴルフ用具が寄
贈されました（４月12日、市役所本庁）

田頭小学校入学式会場に笑顔で入場
するピカピカの１年生（４月８日、
田頭小講堂）

雪の回廊に多くの人出
八幡平アスピーテライン開通

　八幡平アスピーテライン開通式が４月19日、松尾
八幡平ビジターセンターで開かれました。
　当日は、八幡平山頂付近が悪天候のため、開通式
の会場を緑ヶ丘ゲートからビジターセンターに変
更。開通式と八幡平山開きの神事が行われ、観光シー
ズンの幕開けを祝いました。アスピーテラインは、
高い雪壁（今季は高さ最大8.3㍍）でつくられる雪の
回廊が見どころで、ゴールデンウイーク中は、回廊
を一目見ようと多くの観光客でにぎわっていました。ビジターセンター前でテープカットが行われました

安代中学校入学式で新入生を代表し
荒川泰臣君が誓いの言葉を述べまし
た（４月５日、安代中体育館）

長い歴史の節目を祝う
市老人クラブ結成50年記念大会

　市老人クラブ結成50年記念大会と第７回市老人ク
ラブ大会が３月28日、西根地区市民センターで開催
されました。
　大会では、老人クラブ育成の功労者や優良団体、
新規会員を増やした団体が表彰されたほか、碧

へきしょうじ

祥寺
（西和賀町）の太田宣

せんしょう

承副住職による講演などが行
われました。また、結成50年記念誌「老人クラブの
歩み」も刊行され、参加者は、長い歴史を持つ老人
クラブ活動への思いを新たにしたようでした。 功労者や優良団体などに表彰状が贈られました

交通事故に気を付けて
春の全国交通安全運動

　４月６日から15日まで「春の全国交通安全運動」
が実施され、市内でも多くの場所で啓発活動が展開
されました。
　「交通死亡事故ゼロを目指す日」である４月10日
には、市交通安全協会や交通安全母の会など関係者
らが、学校など市内16カ所で黄色い羽根を配布。登
校中の児童・生徒の胸に黄色い羽根を付け、「交通
事故に気を付けようね」「道路を渡る時は左右をよく
見てね」などと、交通安全を呼び掛けました。 登校する児童に黄色い羽根を配布しました（平舘小）
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消防団長から緊張の面持ちで辞令書
の交付を受ける団員の皆さん（４月
９日、市役所本庁）

安代漆工技術研究センターに須藤隆
広さん（右）と長山久美子さんが入所
（４月５日、安代総合支所）

行政と市民の架け橋に
市行政連絡員会議

　市行政連絡員会議が４月２日、西根地区市民セン
ターで開かれました。
　会議には、連絡員や市職員など約110人が出席。
市民憲章を全員で唱和した後、各地区の代表者が委
嘱状の交付を受けました。田村正彦市長は、「皆さ
んは行政と市民をつなぐ重要な役割を担っていま
す。１年間よろしくお願いします」とあいさつしま
した。委嘱を受けた連絡員は計99人で、市と住民の
皆さんの連絡調整や文書配布などの活動を行います。各地区の代表者に委嘱状を交付

認定を受けて意欲向上
市スポーツ少年団結団式

　市スポーツ少年団結団式が、４月22日に市総合運
動公園体育館、23日に安代地区体育館で行われ、団
員たちは、25年度の活動への意欲を高めました。
　式は地区ごとに行われ、22日は西根、松尾地区の
30団体に、23日は安代地区の５団体に、高橋和夫団
長から認定証が授与されました。また、功労表彰と
して指導者の古川景二さん（65）＝松尾ジュニアス
キースポーツ少年団＝、優秀個人として山崎明日美
さん＝同団、平舘小５年＝に表彰状が贈られました。認定証を受け取りました（４月23日、安代地区体育館）

野球を通じ交流深める
八幡平市&三陸中学校交流野球大会

　「八幡平市&三陸中学校交流野球大会」が４月28・
29の両日、市総合運動公園野球場と松尾地区多目的
グラウンドで開かれました。
　大会には、市内の中学校４校と野田村、田野畑村、
陸前高田市の５校、合わせて９校が参加。３ブロッ
クに分かれてリーグ戦とトーナメント戦が行われ、
試合を通して、互いの技術を高め合いました。また、
28日の夜には、岩手山焼走り国際交流村で交流会も
開かれ、親睦を深めました。 市内と沿岸の中学生が白熱した試合を展開
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保健のひろば
☎・内線1176　市役所健康福祉課 子育てNEWS

☎・内線1151　市役所地域福祉課

　風
し
ん
（
三
日
は
し
か
）
の
予

防
接
種
、
皆
さ
ん
は
お
済
み
で
す

か
？

　現
在
、
国
内
で
は
、
風
し

ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
患
者
数

は
、
こ
と
し
3
月
ま
で
で
、
既
に

昨
年
の
年
間
患
者
数
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
風
し
ん
の
症
状
は
、
微

熱
や
倦け
ん
た
い
か
ん

怠
感
・
発ほ

っ
し
ん疹
な
ど
で
、
患

者
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
通
じ
て

広
が
り
ま
す
。

　妊
娠
中
の
女
性
が
、
初
め
て
風

し
ん
に
か
か
る
と
、
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
に
も
感
染
し
、
白
内
障
や

緑
内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、
難
聴

な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）。

　先
天
性
風
し
ん
症
候
群
と
、
風

し
ん
の
罹り

か
ん患
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
妊
婦
さ

ん
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

・
妊
婦
の
夫
や
家
族

・
10
代
〜
40
代
の
女
性

・
産
後
、
間
も
な
い
女
性

で
抗
体
が
な
い
方
、
風
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
任
意

の
予
防
接
種
を
検
討
く
だ
さ
い
。

　 1
歳
児
、年
長
児
は
、麻
し
ん
・

風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
が
あ
り

ま
す
。
時
期
を
逃
さ
ず
に
接
種
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

風
し
ん
が
流
行
中
。
予
防
を
忘
れ
ず
に
！

　市
は
、
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　産
前
・
産
後
の
妊
産
婦
は
、
日

常
生
活
で
負
担
や
不
安
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
、
昼
間

の
家
事
な
ど
の
援
助
を
受
け
ら
れ

な
い
家
庭
へ
、
訪
問
に
よ
る
支
援

を
行
い
、
子
育
て
の
手
助
け
を
す

る
の
が
、
事
業
の
目
的
で
す
。

　内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
料
金

　無
料

■
サ
ー
ビ
ス
内
容

　家
事
援
助

（
炊
事
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
い
物
）

や
育
児
補
助
、
病
院
や
健
診
へ
の

付
き
添
い
な
ど

■
利
用
時
間

　午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
の
間（
日
曜
、
祝
日

と
12
月
28
日
か
ら
翌
年
1
月
4
日

ま
で
を
除
く
）

■
そ
の
他

　▽
既
定
の
利
用
回
数

を
超
え
た
場
合
、
受
託
業
者
に
直

接
依
頼
し
、
実
費
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
▽
確
認
事
項
の

用
紙
の
内
容
を
確
認
し
、
署
名
欄

に
記
入
と
押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
託
事
業
者

　Ｊ
Ａ
新
い
わ
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西

根（
☎
7
0
・
2
1
8
1
）

子育てヘルパーの
派遣を行っています

氏　名 職　　種 担当地区
松尾淳子

保 健 師

全地区
高橋悦子 平舘・寺田
工藤千歳 田頭
渡辺夕夏 松尾
種市恵美 安代
伊藤千晶 大更
田口洋二 大更
田村順子 管理栄養士 全地区
髙橋稔耶 事　務
畠山亜希子 こころの相談員

利用対象者 利用期間 利用回数と時間

母子手帳交付後の
妊婦がいる家庭

母子手帳交付
後から出産予
定日まで ６回とし、１回当たり

２時間以内
１歳未満の乳児が
いる家庭

１歳になる前
日まで

３歳未満の２人以
上の多胎の子がい
る世帯、または３
歳未満の子がいる
ひとり親家庭

双子以上の出
産やひとり親
世帯などの場
合は出産後３
年まで

１歳になる前日までに
６回。１歳から２歳に
なる前日までに６回。
２歳から３歳になる前
日までに６回

（前列左から）畠山亜希子、高橋稔耶、松尾淳子、
田口洋二、高橋悦子、（後列左から）工藤千歳、
田村順子、渡辺夕夏、種市恵美、伊藤千晶

健康推進係、25年度新体制でスタート
（保健師の担当地区が下の表のとおり変わりました）
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　寺
田
公
民
館
は
、
付
近
に
寺
田
小
学

校
や
寺
田
保
育
所
が
あ
り
、
西
根
寺
田

の
中
心
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
西
根
歴
史
民
俗
資
料
館
が

隣
接
し
て
い
て
、
資
料
館
で
は
、
県
指

定
文
化
財
「
瑞ず

い
か花

双そ
う
お
う鳳

八は
ち
り
ょ
う稜

鏡き
ょ
う」

な
ど

の
貴
重
な
資
料
を
見
学
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　寺
田
公
民
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
人
気

の
あ
る
事
業
は
、
成
人
講
座
「
自
然
を

歩
こ
う
」
で
す
。

　こ
の
講
座
で
は
、
６
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
、
中
級
以
上
の
５
つ
の
山
に
登

り
ま
す
。
毎
回
参
加
者
が
多
く
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
で
す
。
25
年

度
も
、
６
月
２
日
㈰
の
七
時
雨
山
登
山

を
皮
切
り
に
、
自
然
を
楽
し
む
講
座
を

開
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
寺
田
公
民
館
（
☎

７
７
・
２
０
２
４
）
ま
で
。

楽
し
い
こ
と

　見
い
〜
つ
け
た

寺
田
公
民
館

No.1

毎年七時雨山に登山（24年６月３日）

　今
回
か
ら
、
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
興

味
が
あ
る
内
容
を
見
つ
け
、
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教振のススメ
文責：市教育振興運動
　　　推進協議会事務局

❷　

◆　教育振興運動の始まり　◆
　「教育振興運動」とは、「学校、家庭、住
民などが総ぐるみで、地域の教育課題の解
決に自主的に取り組む」ことを目指した岩
手県独自の教育運動です。
　それでは、この『教振』（「教育振興運動」
の略称）はいつから始まったのでしょうか。
　実は、大変長い歴史のある運動です。昭
和30年代後半、本県の児童の学力は、全国
に比べると低い水準でした。そこで、当時
の県の教育長・故 工藤巖氏が、岩手の児
童・生徒の学力を地域ぐるみで向上させよ
うと考え、「教育振興運動」を提唱しました。
　そして、昭和40年、県内各地で学力の向
上のための読書運動や、子どもに勉強部屋
（勉強机）を持たせる運動などが、主に学校
を中心として始められました。中には、「地

域ぐるみで子どもを立派に育てよう」とい
う高いレベルの住民運動にまで発展させた
地域もありました。
◆　県の教育環境に大きく影響　◆

　運動が定着した昭和40年代後半からは、
「児童・生徒の教育成果の向上」という重点
課題を、「学力の向上」（知）、「健全育成」
（徳）、「健康と安全」（体）の３つの観点に分
類し、運動を広域化して、市町村単位で行
うようになりました。
　以後、この運動は、教育水準の向上、子
どもの健全育成、家庭や地域の教育力の向
上など、県の教
育環境の整備・
充実の面で、大
きな役割を果た
してきました。
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　本の修理方法を学ぶ講習会を開催します。本の
修理方法を学ぶのが初めての人でも参加できます。
■日時　５月16日㈭、午前10時から午後３時まで
　　　　（午前または午後のみの参加も可能）
■場所　図書館会議室
■募集人数　15人（一般の市民の方のみ）
■申込期限　５月13日㈪
※　昼食を持参してください。

▶壁面装飾
　２・３カ月に１回
▶おはなしのじかん
　（読み聞かせ）
　毎月第２・第４土曜日、
　午後２時半から
▶本棚整理
　毎週水曜日、午後１時から
※見学も可能です。お問い
合わせください。

　図書館では、下記の25年度ボランティアを募集
しています。参加いただける方は、図書館へ申し
込みください。また、詳しい日程は、広報の「暮
らしの情報カレンダー」をご覧ください。
▶本のクリニック
　毎月第３木曜日、午前10時から

◇６月の企画展のお知らせ◇
　原敬ゆかりの人物、小山田佐七郎氏に関する企
画展を準備中です。小山田氏は、原敬が幼少のこ
ろに、漢学を教えた先生で、田山の地蔵寺にお墓
が建てられています。
　小山田氏は、原敬の優れた才能を早くから見抜
き、将来を期待して熱心な指導を行いました。原
敬も小山田氏を恩師として慕い、自身が初めて翻

図書館のボランティアを募集します 本のクリニック講習会を開催

訳出版した著書『露
ろ し あ

西亜
国
こくせいろん

政論』を寄贈していま
す。また、原敬が、小山
田先生に宛てた手紙など
の資料も残っていて、２
人の親しい関係を伺い知
ることができます。
　ことしは、原敬が小山
田氏の墓碑を再建してか
ら100周年に当たります。あらためて、郷土の偉
人の魅力を再発見できる企画展にしたいと思いま
す。どうぞご期待ください。

博物館が生まれ変わります
　現在、博物館は、常設展示スペースの展示
替え作業を着々と進めています。
　また、4月から新規の学芸員 2人を迎え、
さらに充実した展示・企画を検討中です。こ
れからもいっそう地域の皆さんに愛される博
物館を目指していきます。

小山田佐七郎氏のお墓がある地蔵寺（田山）

再建された墓標

■■■　新着図書の紹介　■■■
■書名 ■著者名など
東北・蝦夷の魂 高橋　克彦
吉田沙保里 強さのキセキ 長南　武
今日から使える漢方薬のてびき 入江　祥史
大迷走 逢坂　剛
常在戦場 火坂　雅志

本の修復活動も
ボランティア活動
の一つです

14No.173◎2013． 5． 9



（３月届け出分）

◎男の子
髙橋　廉

れん
（信也・美和／中沢）

津志田　琉
りゅうせい

星（勇・ひとみ／南寄木）
鈴木　陽

はると

翔（寿浩・けい子／上町）
佐々木　望

の あ

空（琢也・桜／時森）
松尾　俊

としき

希（竜也・由香／駅前一区）
八重樫　悠

ゆうた

太（英明・富美子／山崎）
工藤　浩

ひろと

斗（浩一・智子／薬師）
◎女の子
稲田　歩

ふ う

羽（晋也・美咲／町組）
平野　美

み う

羽（健吾・美子／中村）
小野　ひより（克典・美咲／渋川）

　立花　敏秋　　／細野
　藤本　結菜　　／五日市４区
　田村　智弥　　／山後
　鎌田　由希　　／岩手町
　中村　洋介　　／駅前二区
　中軽米　沙也加／寄木新田

　伊藤　元太　　／薬師
　松村　歩　　　／盛岡市
　髙橋　巧　　　／下平笠
　田村　朋美　　／山後
　杣澤　光二　　／野駄
　佐藤　志帆里　／盛岡市
　田村　良　　　／下町三区
　髙橋　智子　　／中平笠
　松村　敬　　　／両沼
　片岡　文子　　／両沼
　伊藤　信　　　／茨城県
　髙橋　梢　　　／上町

小野寺　美津　　84歳　山崎
蚊帳　豊　　　　84歳　下町二区
津志田　トク　  104歳　川原目
村杉　末𠮷　　　80歳　松川
高村　一男　　　64歳　田山上
羽澤　リセ　　  102歳　五日市３区
金澤　キヨ　　　93歳　折壁

髙橋　金哉　　　89歳　椛沢
髙橋　壯郎　　　83歳　下平笠
田村　順一　　　82歳　笹目
遠藤　トメ　　　98歳　舘腰
田村　ハツヨ　　86歳　荒木田
三浦　寿浩　　　43歳　大石平
澤口　圭虎　　　86歳　南平笠
工藤　操　　　　89歳　間羽松
畑山　秋藏　　　72歳　北村
川又　正孝　　　67歳　新興矢神
阿部　信太郎　　22歳　北村
畠山　ノエ　　　84歳　大花森
髙橋　利榮　　　81歳　共新
髙橋　スミ　　　94歳　下平笠
谷地　和雄　　　87歳　柏台二丁目
田村　由太郎　　78歳　野駄
齋藤　光男　　　88歳　扇畑
武田　猛　　　　88歳　山子沢

■人口の動き【３月31日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計
地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 17,025（ー63） 6,233（

＋

３）
松尾地区 6,282（ー46） 2,367（－２）
安代地区 5,001（ー41） 1,881（－３）
合　　計 28,308（ー150） 10,481（－２）
男　　性 13,649（ー83）
女　　性 14,659（ー67）

出生　12　 　　  死亡    27
転入　87　　　　転出　222

項　　目 ３月 累 計
人身事故 ６ １８
物損事故 ５４ ２２５
負 傷 者 ６ ２２
死 者 ０ １
飲酒運転 １ １
火 災 １ ４
救 急 １０２ ３１８

№ 92

広報クイズ
５月９日号

の問題

「民生委員・児童委
員の日」は何月何
日でしょうか？

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎ 応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。

◎ 応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ： 75-0469　
　☆メール： koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　５月27日㈪　消印有効
◎第91回の正解 196億700万円 ◎応募者数 12人 ◎正解者数 12人　
◎当選者　日向裕一さん（大更）、松尾好子さん（松尾）、木村恵美さん（荒屋新町）

健やかに

お幸せに

※掲載は届け出順で、届け出人が希望
した場合だけ載せています。（敬称略）

（
（
（

（
（
（
（
（
（
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５月27日～６月23日

土 Saturday 日 Sunday
小児救急病院
（こども）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝新刊子どもの本
を読む会　10：00～11：30
■県高等学校総合体育大会
アーチェリー競技（松尾陸上
競技場）

■市役所閉庁日
■商工観光課＝七時雨山山
開き　9：30～13：00（田代平
登山口）
■寺田公民館＝「自然を歩こ
う」　8：50～（七時雨山）
■生涯学習課＝いわて・八
幡平オープンテニス大会
2013（安比高原テニスコー
ト）　※９日まで
■体育協会本部＝市民卓球
大会　8：45～17：00（市総合
運動公園体育館）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝八幡平短歌会
13：00～15：30、おはなしの
じかん　14：30～15：00
■商工観光課＝八幡平・七
時雨マウンテントレイル
フェス（七時雨山ほか）　※
９日まで

■市役所閉庁日

小児救急病院
（こども）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日
■商工観光課＝焼走り熔岩
流まつり＆旧車ミーティン
グ　9：00～15：00（焼走り国際
交流村）
■市観光協会＝裏岩手連峰
開山祭　9：30～12：30（松川温
泉河畔公園）
■健康福祉課＝全血献血　
10：00～13：00、14：00～16：00
（焼走り国際交流村内）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじか
ん　14：30～15：00

■市役所閉庁日
■市商工会＝ぶらっと一日
体験工房　10：00～16：00（荒
屋新町商店街）

休日救急当番医（昼休み時間を除く）
当 番 日 病 院 名 電 話 番 号

６月２日㈰
（市　内）西根病院 76-3111

（鹿角市）小笠原医院 0186-35-2011

６月９日㈰
（市　内）平舘クリニック 74-3120

（鹿角市）かづの厚生病院 0186-23-2111

６月16日㈰
（市　内）吉田内科呼吸器科医院 70-1100

（鹿角市）村木医院 0186-22-2055

６月23日㈰
（市　内）瓜田外科胃腸科医院 76-3220

（鹿角市）かづの厚生病院 0186-23-2111

小児救急入院受入当番病院
病 院 名 電 話 番 号 当 番 日
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151

カレンダー内の
日付右側に毎日
掲載しています

岩手医科大学付属病院（医大） 019-651-5111
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
もりおかこども病院（こども） 019-662-5656
川久保病院（川久保） 019-635-1305
盛岡市夜間急患診療所
（盛岡市神明町３－29、盛岡市保
健所２階）　※内科、小児科

019-654-1080 全日
19：00～23：00

◆平日・土曜日の夜間の小児救急受診先
　19：00～23：00 →盛岡市夜間急患診療所
　上記の時間以外→小児救急入院受入当番病院
◆日曜日・祝日の小児救急受診先
　 9：00～17：00 →休日救急当番医
　19：00～23：00 →盛岡市夜間急患診療所
　上記の時間以外→小児救急入院受入当番病院

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西 根 病 院（☎ 76-3111）

呼　吸　器　 第１月曜日　14：00～
腎　　　臓　 第３月曜日　14：00～
血　　　液　 第３水曜日　14：00～
神　　　経　 第３木曜日　14：00～
糖　尿　病※ 毎週火曜日　午前中
循　環　器※ 第２水曜日　13：30～

安代診療所（☎ 72-3115） 外　　　科　 毎週木曜日　午前中
※ 糖尿病、循環器は内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約
受診になります。診療日は変更する場合があります。電話で事前確認願います。

6/1 

8 

15 

22 

2 

9 

16 

23 各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要
相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）
人権擁護委員の日
特設人権相談所

　６月３日㈪
　 9：00～12：00

西根地区市民センター、松尾
総合支所、安代若者センター

市民課
（☎・内線1131 ）

盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

　６月11日㈫
13：00～16：00 西根地区市民センター 市民課

（☎・内線1121 ）

年金相談（要予約） 　６月12日㈬
10：00～15：30 西根地区市民センター 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

くらしとお金の
安心相談会（要予約）

　６月14日㈮
10：00～15：00 安代若者センター 市民課

（☎・内線1121 ）

定例行政相談
9：30～12：00

６月17日㈪      松尾総合支所     （松尾地域振興課☎・内線2109 ）
６月20日㈭      安代総合支所 　 （安代地域振興課☎・内線3122 ）
６月20日㈭      西根地区市民センター　  （総務課☎・内線1223 ）
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday

今月の納期　（納期限５月31日）　固定資産税（第１期）自動車税、軽自動車税

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■健康福祉課＝胃がん・大
腸がん・肺がん検診、特定・
長寿健診など【受付】　6：30～
9：00（舘市公民館）
■生涯学習課＝県青少年劇場
（西根中学校体育館）

■図書館休館日
■健康福祉課＝胃がん・大
腸がん・肺がん検診、特定・
長寿健診など【受付】　6：30～
9：00（田山体育館）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課ほか）
■健康福祉課＝胃がん・大
腸がん・肺がん検診、特定・
長寿健診など【受付】　6：30～
9：00（田山体育館）

■健康福祉課＝胃がん・大
腸がん・肺がん検診、特定・
長寿健診など【受付】　6：30～
9：00（田山体育館）

■健康福祉課＝胃がん・大
腸がん・肺がん検診、特定・
長寿健診など【受付】　6：30～
9：00（浅沢公民館）
■生涯学習課＝県高等学校
総合体育大会登山競技（裏
岩手連峰）　※６/２まで

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■図書館休館日
■博物館休館日
■健康福祉課＝胃がん・大
腸がん・肺がん検診、特定・
長寿健診など【受付】　6：30～
9：00（五日市公民館）

■図書館休館日
■健康福祉課＝胃がん・大
腸がん・肺がん検診、特定・
長寿健診など【受付】　6：30～
9：00（細野活性化センター）
■体育協会本部＝市長杯争
奪ゲートボール大会　8：30～
17：00（市総合運動公園）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課ほか）
■健康福祉課＝胃がん・大
腸がん・肺がん検診、特定・
長寿健診など【受付】　6：30～
9：00（畑公民館）
■松尾地区公民館＝移動図
書　12：30～15：05

■広報はちまんたい発行日
■健康福祉課＝胃がん・大
腸がん・肺がん検診、特定・
長寿健診など【受付】　6：30～
9：00（安代地区体育館）
■松尾地区公民館＝移動図
書　12：30～15：05
■平舘公民館＝陶芸講座　
9：30～12：00
■商工観光課＝岩手山焼走
り国際交流村温泉館全日休
館　※７日まで

■健康福祉課＝胃がん・大
腸がん・肺がん検診、特定・
長寿健診など【受付】　6：30～
9：00（安代地区体育館）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（西根地
区市民センター）、全血献
血　9：30～11：00（市役所本
庁）、12：15～13：30（アステ
ラスファーマテック㈱ 西根
工場）、15：30～16：30（マッ
クスバリュ 西根店）
■安代地区公民館＝移動図
書りんどう号（荒沢地区）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課ほか）
■健康福祉課＝３歳児健診
【受付】　13：00～13：30（西根
地区市民センター）
■安代地区公民館＝移動図
書りんどう号（田山地区）

■寺田公民館＝茶道教室「寺
子屋」開講式　15：30～

■図書館＝あみぐるみ教室
10：00～15：00

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館＝日本近代史を学
ぶ会　13：30～15：30
■健康福祉課＝乳幼児健康
相談・離乳食講習【受付】　
9：30～9：50（安代保健セン
ター）

■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診
【受付】　13：00～13：15（西根
地区市民センター）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課ほか）
■健康福祉課＝１歳６カ月
児健診【受付】　9：00～9：30
（西根地区市民センター）
■寺田公民館＝「自然を歩こ
う」　6：30～（西和賀町・真
昼岳）

■広報はちまんたい発行日
■図書館＝本のクリニック
10：00～15：00

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：40～9：55（西根地区
市民センター）
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介護職を目指す方へ
研修の受講生を募集

　ＮＰＯ法人人生いきいきクラブ
では、介護職員初任者研修課程講
座の受講生を募集しています。
■研修期間　６月27日㈭から８月
９日㈮までの間の全23回
■場所　ふれあいランド岩手（盛
岡市三本柳８-１-３）
■定員　35人　※定員になり次第
受け付けを終了します。
■受講料　65,000円（教育訓練給
付制度対象者は、52,000円）
　詳しくは、同法人（☎019-662-
5398）、担当・長山まで。

　市建設協同組合による市内小・中学
校「校庭整備等奉仕活動」が４月22日
から５月上旬にかけて実施されました。
　４月25日には、寄木小学校で奉仕活
動と併せて建設業体験学習が行われ、
６年生20人が、３台の重機を操作しま
した。児童からは、「実際に動かすの
は難しかった」「貴重な体験ができた」
という感想が寄せられていました。

今月の表紙 重機の操作って難しいな

■編集後記
　アスピーテラインや樹海ラインが開通と
なりました。悪天候の中の開通式となり、
少し残念でしたが、この寒さで雪の回廊が
少しでも長く楽しめればいいなと思いま
す。▷19㌻のお知らせ欄に農業機械の取
扱注意について掲載しています。これは本
当に気を付けてほしいです。先日、小学生
になったばかりの甥っ子が機械に手を挟ま
れ、ヒヤッとしました。子どもからは、目
を離さないようにしましょうね。（佐々木）

無料相談を利用し
借金の悩みを解決

　東北財務局盛岡財務事務所では、
返済しきれない借金を抱え、悩ん
でいる方の相談に応じています。
相談は無料で、秘密は守られます。
■相談専用電話　☎019-622-1637
■受付時間　月～金曜日、午前８
時半から午後５時15分（祝日、年
末年始は除く）
■所在地　盛岡合同庁舎４階
　詳しくは、同事務所（☎019-
625-3353）まで。

テープ録音した声の広報
利用者を募集しています

　市朗読ボランティアさくらの会
では、「声の広報」利用者を募集し
ています。
■内容　「広報はちまんたい」「福
祉便り」「ふじみ」などをテープに
録音し、月１回お届けします。
　詳しくは、同会事務局（☎080-
6047-5252）、担当・遠藤まで。

脳 塞について学ぼう
介護教室を開催します

　介護老人保健施設岩鷲苑では、
市民の皆さんを対象に、無料で介
護教室を開催します。
■日時　５月31日㈮、午後１時半
から２時半まで
■演題　『心房細動と脳 塞』
■場所　岩鷲苑
　詳しくは、岩鷲苑（☎76-5611）
まで。

放射線などの測定結果について

　平成25年３月に測定した空間放
射線量は、下表のとおりです。
　詳しくは、市役所市民課環境衛
生係（☎・内線1124）まで。

３月放射線量測定結果
測　定
地　点 測定日 測　定

区　分
測　定
時　刻

線量等量
率（µSv/h）

本庁舎

３月28日 地上
１㍍

8：47 0.05
松 尾
庁 舎 9：20 0.04

安 代
庁 舎 9：50 0.04

（µSv/h ＝マイクロシーベルト毎時）

　また、調理した給食の放射性物
質の測定を西根地区学校給食セン
ターで行っています。
　その結果、４月11日・18日・24
日の測定では、放射性物質は検出
されませんでした。内容は、市ホー
ムページで公開しています。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

県芸術祭テーマに応募し
関連行事を盛り上げよう

　第66回岩手芸術祭のテーマを募
集しています。
■応募資格　県内在住、県出身ま
たは岩手県に本籍がある方
■応募方法　専用の応募用紙のほ
か、ハガキ（〒020-0023　盛岡市内
丸13-1）、電子メール（geijyutsu66@
iwate-bunshin.jp）、ファクス
（019-625-3595）で応募ください。
■応募期限　５月31日㈮必着
■その他　応募作品は未発表のも
のに限ります。
　詳しくは、同実行委員会（☎
019-654-2235）まで。

６月６・７の両日は
交流村温泉館を休館

　岩手山焼走り国際交流村温泉館
は、施設の保守点検のため、６月
６日㈭・７日㈮を臨時休業します。
　詳しくは、同館（☎7 6-2013）まで。
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農機具の事故を防止して
安全な農作業に努めよう

　春の農繁期は、トラクターに関
する事故が１年で最も多くなる季
節です。次のことを心掛け、安全
な農作業に努めましょう。
▶農業機械の横転・転落事故から
体を守るため、トラクターには安
全フレームを装着する。
▶運転者はシートベルトを締め、
慎重な運転を心掛ける。
▶ゆとりのある計画的な作業を心
掛ける。
▶一人での作業は避け、家族に作
業場所と帰宅時間を知らせる。
▶農業機械の近くで子どもを遊ば
せない。
　詳しくは、市役所農政課農政係
（☎・内線1274）まで。

健康な毎日送るため
健康長寿教室を開催

　西根病院では、定期的に「健康
長寿教室」を開催しています。
　平成25年度１回目の教室を次
のとおり開催します。皆さんの参
加をお待ちしています。
■日時　５月22日㈬、午後２時か
ら２時45分まで
■内容　『健康長寿をめざして　～
健やかでいきいきとした毎日を送
るために～』　
■場所　西根病院会議室
　詳しくは、西根病院事務局（☎
76-3111）まで。

大麻・けしを見たら
県央保健所に連絡を

　大麻・けしに係る事犯の発生
は、関係機関の努力にもかかわら
ず、依然として後を絶ちません。
　県では、６月１日から８月31日
までを「不正大麻・けし撲滅運動」
の期間とし、不正栽培および自生
の大麻・けしの発見と除去を行
います。市内で大麻やけしを見か
けた場合は、県央保健所（☎019-
629-6588）までご連絡ください。

森林の伐採・開発には
各種手続きが必要です

　森林を伐採・開発する際には、
事前に届け出や許可申請などの各
種手続きが必要となります。
　森林の伐採、開発の計画がある
場合は、下記までご相談ください。
■各種問い合わせ先
▶保安林以外の森林での立木の
伐採＝市役所土木林業課（☎・内
線3142）
▶保安林の立木の伐採や土地の形
質の変更、保安林以外の森林の１
㌶を超える開発行為＝盛岡広域振
興局林務部（☎019-629-6615）

自死遺族の方を対象に
交流会などを開きます

　大切な家族などを自死で亡くさ
れた方の電話相談や、同じ体験を
した方と思いを分かち合う会など
を開催します。参加費は無料です。
○電話相談（☎019-629-9617）
■受付期間　月～金曜日、午前９
時から午後４時半まで（祝日除く）
○自死遺族交流会「こころサロン」
■日時　毎月第２日曜、午後１時
半から３時10分まで（開催日の２
日前までに申し込みください）
■場所　県民情報交流センター
■申し込み先　精神保健福祉セン
ター（☎019-629-9617）
○自死遺族「わかちあいの会」
■日時　５月21日㈫、６月18日
㈫、７月23日㈫、８月20日㈫、
９月17日㈫、午後５時半から７
時まで（開催日の前日までに申し
込みください）
■場所　ソーシャルサポートセン
ターもりおか（盛岡市本町通）
■申し込み先　ソーシャルサポート
センターもりおか（☎019-652-8221）

さんさ踊りパレードに
参加したい方を募集中

　八幡平さくらさんさ愛好会（山
口聡子代表）では、８月１日㈭か
ら行われる盛岡さんさ踊りパレー
ドに、今年も出場します。
　６月にパート練習・初心者練
習、７月からは全体練習を行いま
す。興味のある方は、お気軽に練
習会場までお越しください。
■場所　西根地区市民センター
■日程　６月５日㈬･ 12日㈬ ･ 19
日㈬ ･ 26日㈬　※７月以降の練習
日は、追ってお知らせします。　
■時間　午後７時から９時まで
■問い合わせ先　さくらさんさパ
レード参加事務局＝電話・FAX
（74-4363、佐々木）、電子メー
ル（nobusa@gmail.com）、ホーム
ページ（http://www.facebook.
com/8sakurasansa)

クマによる被害に
気を付けましょう

　毎年、山沿いの農地などでクマ
による農作物への被害や、人身被
害が発生しています。被害を防ぐ
ため、次の点に注意してください。
■入山時や農作業時の注意点
❶クマは臆病な動物で、山中や農
地などで人に会うと、驚いて襲っ
てくる場合があります。人身被害
を防ぐために笛、鈴、ラジオなど
で人間の存在を知らせましょう。
❷山などで子グマを見かけても絶
対に近づいてはいけません。付近
に親グマがいて、とても危険です。
❸家庭から出される生ゴミや廃棄
農作物は、クマにとって貴重な食
べ物です。処分する際は、地中深
く埋めるなどして、適切に処理し
ましょう。
❹あなたの畑にクマが潜んでいる
かもしれません。特に早朝や夕方
などの農作業時には、十分に確認
しましょう。
❺クマなどによる農作物被害対策
として、「電気牧柵」の設置が有効
です。鳥獣害防止を目的とした設
置に対し、補助がありますので、
設置をお考えの方は、ご相談くだ
さい。
　詳しくは、安代総合支所土木林
業課林業係（☎・内線3141）まで。
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　「
取
材
を
し
た
人
も
読
ん
だ

人
も
納
得
し
、
幸
せ
に
な
れ
る

よ
う
な
記
事
を
つ
く
り
た
い
」。

記
事
を
書
く
際
、
大
切
に
し
て

い
る
思
い
に
つ
い
て
、
そ
う
答

え
て
く
れ
た
村
上
俊
介
支
局

長
。「
入
社
後
、
初
め
て
取
り

扱
っ
た
記
事
は
、『
ア
ス
ピ
ー

テ
ラ
イ
ン
の
除
雪
す
す
む
』
で

し
た
。
今
、
八
幡
平
市
に
来
て
、

原
点
に
戻
っ
た
よ
う
な
新
鮮
な

気
持
ち
で
す
」
と
、
支
局
長
着

任
の
感
想
を
語
り
ま
す
。

　高
校
時
代
は
、
報
道
と
教
師

の
道
の
ど
ち
ら
に
進
む
か
迷

い
、
悩
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は
大
学
生
の

時
で
、「
当
時
、
世
間
が
注
目

す
る
話
題
を
最
前
線
で
追
う
報

道
者
の
姿
を
見
て
、
こ
の
道
に

決
め
ま
し
た
」
と
、
学
生
時
代

を
振
り
返
り
ま
す
。

　そ
ん
な
村
上
さ
ん
が
貫
く
信

念
は『
現
場
主
義
』。「
直
接
現

地
に
足
を
運
び
、
堅
苦
し
く
な

岩
手
日
報
社
八
幡
平
支
局

支
局
長村

上 

俊
介 
さ
ん

む
ら
か
み
・
し
ゅ
ん
す
け

　38
歳

　

市
の
魅
力
を
身
近
に
感
じ
る
情
報
を
発
信
し
た
い

い
雰
囲
気
で
取
材
を
し
た
い
で

す
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、
取
材

先
で
は
、
そ
の
場
の
空
気
感
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　好
き
な
言
葉
は
、「『
桃と

う
り李

も
の
言
わ
ざ
れ
ど
下し

た

自お
の
ず
から
蹊

こ
み
ち

を
成
す
』。
高
校
の
国
語
の
先

生
に
教
わ
っ
た
言
葉
で
、
そ
う

い
っ
た
人
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
、
人
懐
っ
こ
い

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　昭和50年生まれ。花巻市出身。
平成12年岩手日報社に入社し、報
道部や整理部などに勤務。25年４
月から八幡平支局長。小学校から
始めた野球は現在も続けている。
血液型O型の牡羊座

※
桃
李
も
の
言
わ
ざ
れ
ど
下
自
ら
蹊
を
成

す
…
モ
モ
や
ス
モ
モ
は
言
葉
を
発
す
る
こ

と
は
な
い
が
、
そ
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
、

人
々
が
集
ま
り
、
そ
の
下
に
自
然
に
道
が

で
き
る
こ
と
。
徳
の
あ
る
人
物
の
下
に
は

自
然
と
人
が
集
ま
る
こ
と
を
例
え
た
言
葉

取材道具。カメラは自前で、
写真にもこだわりを見せる
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